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勝山商工会議所奥越地域ジョブ・カードサポートセンター
TEL（0779）88-0463お問い合わせ

カイロを学ぶ
自分の痛みや
家族の痛みの為に

詳しくは当院まで

とちき整体院 TEL.0779-88-1037

日本カイロプラクティック連合会会員
カイロプラクター

とちき　みつる

新規受講生募集
株式会社 日本直販総本社

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

「美術で勝山に貢献できたら」
　丹さんは北海道出身の画家で、現在も日
本美術家連盟会員です。ずっと埼玉県を中
心に関東圏で画家として活動されてきまし
たが、3年前に奥さんの佳子さん（65）の
実家のある勝山へ移住されてきました。現
在も精力的に油絵の作品を制作されており、
先日まで埼玉県で個展を開催されていまし
た。
　丹さんは勝山の魅力について、「自然が豊
かで、山も川も近いし、大好きな温泉が近
くにあるのもとてもいい。」とのことです。
　今後については、「ちょっとおこがましい
ですが」と前置きされたうえで、「何か勝山
に貢献したいと思い、勝山に美術文化を根
づかせる力になれれば」と話されました。

画家　丹
たん
　良行 さん（66）

＝滝波町１丁目＝

　過去にカルチャーセンターで美術講師を務
められた経験があることから、希望される方
がいれば、油絵の指導もされるそうです。
　興味のある方は下記までご連絡ください。

問　☎88 ｰ 3326

ご自宅の作業場にて



合計106億6,750万円

市 税 の 収 入 状 況

一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
473万円
15万円
0万円
0万円

1億2,502万円
19万円
10万円
0万円
0万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
簡 易 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

3,890万円
11億1,860万円
1億3,229万円
8,198万円

28億4,808万円
3億1,013万円
27億6,938万円

1,310万円
3,874万円

3,417万円
11億1,845万円
1億3,229万円
8,198万円

27億2,306万円
3億994万円

27億6,928万円
1,310万円
3,874万円

30億364万円

市民税
13億1,098万円
（43.6％）

固定資産税
12億5,454万円
（41.8％）

軽自動車税
6,115万円（2.0％）

市たばこ税
1億7,296円（5.8％）

入湯税
3,428万円（1.1％）

都市計画税
1億6,973万円（5.7％）

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計

下水道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特 

別 

会 

計

106億6,750万円

57億8,962万円

1億1,068万円

15億6,609万円

4,322万円

181億7,711万円

（平成26年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

14万6,484㎡
2,251万229㎡
23万7,247㎥

28億4,022万円
17億4,351万円
10億9,671万円

2,951㎡
3億1,400万円
3億7,787万円
1億7,901万円

民生  2億9,922万円
3億9,942万円
農林水産
4億1,702万円

衛
生

土木

土木

土木 （公園）
5億7,236万円

教育

その他
 9億          
   5,132
       万円

消防 3億9,877万円

11億1,081万円

   臨時
 財政対策債
43億
   4,035万円

（都市計画）
16億3,573万円

（道路橋りょう・住宅）
5億4,250万円

特別会計特別会計

勝　 山 　市

25
年
度

24
年
度

勝山市（速報値）
県内9市平均（速報値）

98.2％

経常収支比率

97.4％
91.1％

財政力指数
※ ※

0.44
県内9市平均 92.1％ 0.64

0.45
0.64

全  国  平  均 90.1％ 0.62

財 政 健 全 化 判 断 比 率
※ ※ ※ ※

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.10

連結実質赤字比率

－－－
19.10

実質公債費比率

8.3
25.0

将来負担比率

61.7
350.0

県内9市平均（速報値） －－－ －－－ 10.2 58.6
　平成19年6月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財
政健全化法）」に基づき、上記指標を算定しました。この指標は、地方公共団体の
「早期健全化」と「財政再生」の2段階で財政悪化状況をチェックするとともに、
特別会計や一部事務組合なども併せた連結決算により、地方公共団体全体の財
政状況を明らかにしようとするものです。
　勝山市はいずれの項目においても、早期健全化基準を大きく下回り、健全である
といえます。　　　　　　　 　  （詳しくは、市のホームページをご覧ください）
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※
用
語
解
説

【
経
常
収
支
比
率
】
財
政
構

造
の
弾
力
性
（
余
裕
）
を
あ

ら
わ
し
た
も
の
。
毎
年
経
常

的
に
収
入
さ
れ
る
財
源
の
う

ち
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
な
ど
、
必
ず
支
払
う
経

費
の
割
合
。

　

１
か
月
の
家
計
に
例
え
る

と
、
食
費
や
家
賃
、
光
熱
費
、

水
道
代
、
ロ
ー
ン
返
済
な
ど

毎
月
決
ま
っ
て
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
経
費
の
合
計

が
、
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

【
財
政
力
指
数
】
地
方
公
共

団
体
の
財
政
力
を
あ
ら
わ
し

た
も
の
。

　

一
般
の
家
庭
に
例
え
る

と
、
子
ど
も
が
別
居
し
て
い

る
場
合
、
標
準
的
な
生
活
費

（
家
賃
や
食
費
な
ど
）
に
対

す
る
標
準
的
な
収
入
（
給
料

な
ど
）の
割
合
で
す
。
な
お
、

標
準
的
な
生
活
費
と
標
準
的

な
収
入
の
差
額
で
不
足
が
生

じ
る
と
親
か
ら
の
仕
送
り

（
普
通
交
付
税
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
標
準
財
政
規
模
】
地
方
公

共
団
体
が
自
由
に
使
え
る
財

源
の
標
準
的
な
収
入
。

【
実
質
赤
字
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
の
実
質
赤
字
が
標
準

財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に
例

え
る
と
、
一
年
間
の
収
入
と

支
出
の
差
引
に
お
い
て
赤
字

が
生
じ
た
場
合
、
赤
字
額
が

そ
の
年
の
家
庭
の
給
料
総
額

に
対
し
て
ど
の
程
度
占
め
る

か
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で

す
。

【
連
結
実
質
赤
字
比
率
】
全

会
計
（
一
般
会
計
な
ど
だ
け

で
な
く
、
そ
の
他
の
特
別
会

計
を
含
む
）
の
実
質
赤
字
が

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】
一
般

会
計
な
ど
が
負
担
す
る
市
債

な
ど
の
償
還
金
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
ほ
か
子
ど
も
の

ロ
ー
ン
を
親
が
肩
代
わ
り
し

て
返
済
し
て
い
る
場
合
、
そ

の
返
済
金
の
合
計
が
、
親
の

給
料
総
額
に
対
し
て
ど
の
程

度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ
し
た

も
の
で
す
。

【
将
来
負
担
比
率
】
一
般
会

計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き

債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
割
合
。

　

別
居
し
て
い
る
子
ど
も
を

持
つ
家
庭
に
例
え
る
と
、
親

の
ロ
ー
ン
の
残
高
、
子
ど
も

の
ロ
ー
ン
の
残
高
（
親
が
肩

代
わ
り
し
て
返
済
す
る
額
）、

家
族
の
将
来
の
冠
婚
葬
祭
な

ど
に
係
る
経
費
の
総
額
か

ら
、
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
の

で
き
る
財
源
（
貯
金
な
ど
）

を
差
し
引
い
た
額
が
、
そ
の

年
の
給
料
総
額
に
対
し
て
ど

の
程
度
占
め
る
か
を
あ
ら
わ

し
た
も
の
で
す
。

歳出

人件費（16.9％）

物件費（10.4％）

補助費等（10.0％）

普通建設事業費（21.7％
）

扶助費（14.8％）

公債費（8.1％）
積立金（4.5％）
貸付金（2.8％）

繰出金（8.9％）

歳入総額
139億2,126万円

歳入

市　税
30億364万円
（21.6％）

その他
11億6,088万円
（8.3％）

地方交付税
38億4,889万円
（27.6％）

県支出金
10億2,961万円
（7.4％）

国庫支出金
22億9,402万円
（16.5％）

諸収入
5億1,339万円（3.7％）

繰入金
2億4,606万円（1.8％）

歳出総額
134億7,638万円

投
資
及
び

　

出
資
金（
0.1
％
）

災
害
復
旧
事
業
費（
0.1
％
）

市 債
18億2,477万円
（13.1％）

総務費
21億337万円
（15.6％）

民生費
35億8,625万円
（26.6％）

衛生費
8億2,393万円
（6.1％）

土木費
20億3,546万円
（15.1％）

消防費　6億8,302万円（5.1％）

災害復旧費
676万円（0.1％）

教育費
16億6,623万円
（12.4％）

公債費
10億9,154万円
（8.1％）

商工費　5億6,428万円（4.2％）

議会費　1億6,901万円（1.2％）

労働費
1億5,113万円
（1.1％）
農林水産業費
5億9,540万円
（4.4％）

一般会計一般会計

維
持
補
修
費

　
　
　
（
1.7
％
）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

3億7,378万円
1億7,959万円
2億1,887万円
1億4,596万円
1億477万円
639万円
4,373万円
748万円
1,220万円
1,921万円
3,586万円
416万円
888万円
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●
総　

括
●

　

平
成
25
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
３

９
億
２
１
２
６
万
円
、
歳
出
が
１
３
４
億
７
６
３
８
万
円

と
な
り
、
歳
入
で
11
・
４
％
の
増
、
歳
出
で
11
・
１
％
の

増
（
前
年
度
比
＝
以
下
同
じ
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳

出
の
差
引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
財
源
６
９
０
２
万
円
を
引
い
た
３
億
７
５
８
６
万
円

が
実
質
的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳　

入
●

　

市
税
で
は
、
市
た
ば
こ
税
が
県
た
ば
こ
税
と
の
間
で
税

率
改
定
（
県
か
ら
市
へ
の
税
源
移
譲
）
が
行
わ
れ
た
こ
と

か
ら
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
法
人
市
民
税
や
固
定
資
産

税
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
2.1
％
減
の
30
億
３
６

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
市
税
や
繰
越
金
な
ど
の
自

主
財
源
総
額
は
44
億
６
５
９
７
万
円
と
な
り
、
歳
入
全
体

に
占
め
る
自
主
財
源
比
率
は
32
・
１
％
（
４.4
％
の
減
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
に
お
い
て
基
準
財
政
収

入
額
の
増
額
算
定
や
基
準
財
政
需
要
額
に
お
け
る
単
位
費

用
の
減
額
と
い
っ
た
要
因
に
よ
り
、
特
別
交
付
税
も
含
め

た
全
体
で
は
、
0.7
％
減
の
38
億
４
８
８
９
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
の
特
定
財
源
で
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ

り
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
が
交
付
さ
れ
た
こ
と
や
、
新

体
育
館
建
設
事
業
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
が

大
き
く
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
庫
支
出
金
が

80
・
５
％
増
の
22
億
９
４
０
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
市
債
は
、
同
じ
く
新
体
育
館
建
設
事
業
や
小
学
校
の

耐
震
補
強
工
事
な
ど
の
財
源
と
し
て
の
借
り
入
れ
が
増
額

と
な
り
、
総
額
で
は
33
・
３
％
増
の
18
億
２
４
７
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

●
歳　

出
●

　

総
務
費
で
は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
改
修
や
財

政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金
が
大
き
く
増
額
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
41
・
６
％
増
の
21
億
３
３
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

労
働
費
で
は
、
国
の
補
助
金
を
原
資
と
し
た
雇
用
機
会

創
出
の
た
め
の
事
業
（
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事

業
）
の
減
額
に
よ
り
、
34
・
１
％
減
の
１
億
５
１
１
３
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、
新
体
育
館
本
体
建
設
工
事
の
着
手
や
社

会
資
本
整
備
に
か
か
る
工
事
費
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、

32
・
４
％
増
の
20
億
３
５
４
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
消
防
・
救
急
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
な

ど
に
よ
り
、
53
・
２
％
増
の
６
億
８
３
０
２
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、
前
年
度
に
教
育
会
館
の
耐
震
補
強
工
事

が
完
了
し
た
こ
と
や
、
国
史
跡
白
山
平
泉
寺
旧
境
内
の
総

合
整
備
事
業
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
3.4
％

減
の
16
億
６
６
２
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
前
年
度
末

残
高
か
ら
３
億
４
７
４
０
万
円
の
増
額
と
な
り
、
総
額
17

億
４
３
５
１
万
円
（
24
・
９
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
市
債
借
入
額
が
元
金
償
還

額
を
上
回
っ
た
た
め
、
１
０
６
億
６
７
５
０
万
円
（
8.7
％

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
臨
時
財
政
対

策
債
を
除
い
た
普
通
債
な
ど
の
残
高
に
つ
い
て
も
前
年
度

か
ら
増
加
し
、
63
億
２
７
１
５
万
円
（
9.5
％
の
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
決
算
状
況

　

市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

25
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財政公表
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　就職や扶養認定により会社などの健康保険に
加入した方は、市民課で国民健康保険の資格喪
失の手続きが必要です。会社などが本人に代
わって手続きをすることはありませんので、必
ずご自身で手続きをしてください。

【手続きに必要なもの】
　・健康保険証（勤務先から交付されたもの）
　・国民健康保険証
　・印鑑（認印可）
　・手続きに来られる方の本人確認書類
　　（運転免許証など）

ご注意ください！
　会社などの健康保険に加入した後に、国民健
康保険証を使って医療を受けてしまった場合、
国民健康保険が負担した医療費を返していただ
くことになります。

新しい保険証がお手元に届いたときは…
　新しい保険証に変わったことを病院にお知
らせください。
問　市民課（市役所1階） （☎88 ｰ 8102）

特定健診を受診しましたか？
　特定健診を受けることにより、健康管
理や病気の早期発見ができ、医療費の節
約にもつながります。
　通院中の方も受診しましょう。黄色の
封筒で５月末に発送している健診通知を
ご確認ください。新たに国保に加入した
方や受診券を無くされた方は、健康長寿
課へお申し込みください。

問　健康長寿課（すこやか内）
　　☎87 ｰ 0888

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税および住民税の申
告において全額が社会保険料控除の対象となり
ます。その年の1月1日から12月31日までに納
付した保険料が対象です。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されますので、年末調整や確定申告の際
に必ず添付してください。
※ ご家族の国民年金保険料を納付された場合
も、納付された方の社会保険料控除に加える
ことができます
■証明書が送付される時期
・平成26年11月上旬
　　⇒9月30日までに保険料を納付された方
・平成27年2月上旬
　　⇒ 10月1日以降にはじめて保険料を納付さ

れた方

　老齢または退職を支給事由とする年金は、雑
所得として所得税がかかります。
　下記の金額の老齢年金を受け取られた方には
「扶養親族等申告書」が11月上旬にお手元に届
きますので、届きましたら、お早めに年金事務
所に提出してください。

年　　齢 年金額
65歳未満 108万円以上
65歳以上 158万円以上

＜ 注＞提出されないと、各種控除が受けられな
いだけでなく、源泉徴収額が多くなる場合が
ありますので、扶養親族となる方がいない場
合でも忘れずに提出してください。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明
書」・「扶養親族等申告書」はいずれも
日本年金機構より郵送されます。

国民健康保険喪失のお手続きを国民健康保険喪失のお手続きを

「社会保険料（国民年金保険料）「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発送されます控除証明書」が発送されます

「扶養親族等申告書」の「扶養親族等申告書」の
提出をお忘れなく！提出をお忘れなく！

国
保

年
金保険料を

納めた方
年金受給者
の方へ

勤務先から
保険証をもらったら 

問　市民課（市役所1階）☎88 ｰ 8102　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4516
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平
成
平
成
2525
年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

年
度
水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

業
務
状
況
（
表
①
参
照
）

　

平
成
25
年
度
は
、
大
矢
谷
地
区

飲
料
水
供
給
施
設
の
統
合
を
実
施

し
た
こ
と
も
あ
り
、
給
水
戸
数
は

全
体
で
前
年
度
よ
り
23
戸
増
加
し

ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
給
水
人

口
の
減
少
に
伴
い（
△
３
２
５
人
、

前
年
度
比
△
１
・
42
％
）
年
間
総

配
水
量
、
年
間
有
収
水
量
、
１
日

最
大
配
水
量
が
前
年
度
を
下
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有

収
率
も
前
年
度
比
１
・
92
％
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
状
況
（
表
②
参
照
）

　

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
３
億

６
７
０
６
万
３
千
円
、
総
事
業
費

用
は
３
億
５
５
８
９
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当
年

度
は
純
利
益
１
１
１
７
万
円
を
計

上
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
利
益
積
立
金
に
積
み
立
て
ま

す
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
６
５
１

２
万
４
千
円
、
資
本
的
支
出
は
２

億
６
５
５
万
１
千
円
と
な
り
、
こ

の
１
億
４
１
４
２
万
７
千
円
の
不

足
額
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
で
補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

毎
年
安
心
で
き
れ
い
な
水
道
水

の
安
定
供
給
を
図
り
な
が
ら
、
勝

山
市
水
道
事
業
の
健
全
な
財
政
基

盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。　

　

主
な
収
入
で
あ
る
水
道
料
金
収

入
は
、
平
成
25
年
度
に
大
矢
谷
地

区
飲
料
水
供
給
施
設
を
上
水
道
に

統
合
し
た
も
の
の
、
対
前
年
度
比

１
・
93
％
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
支
出
に
お
い
て
は
事
務
所

経
費
な
ど
の
削
減
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
人
事
異
動
に
よ
る
職
員
人

件
費
の
増
、
平
成
26
年
度
か
ら
適

用
し
て
い
る
新
会
計
基
準
へ
の
対

応
お
よ
び
消
費
税
率
改
定
に
係
る

シ
ス
テ
ム
改
修
費
の
皆
増
、
平
成

24
年
度
に
統
合
し
た
木
根
橋
地
区

簡
易
水
道
に
係
る
資
産
の
減
価
償

却
が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

水
道
事
業
費
用
全
体
で
前
年
度
比

３
・
52
％
、
１
２
０
９
万
５
千
円

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
清
浄
で
安
全
な
水
の

供
給
を
図
る
た
め
、
既
存
水
道
施

項　　目 業　務　量 前年度比
給 水 人 口 22,552 人 －1.42 ％
給 水 戸 数 7,290 戸 　0.32 ％
年間総配水量 3,021,398 ㎥ －0.24 ％
年間有収水量 2,427,422 ㎥ －2.16 ％

１日最大配水量 14,387 ㎥
（平成25年8月5日） －2.84 ％

有 収 率 80.34 ％ －1.92 ％
導送配水管延長 321,825.9 ｍ 　1.70 ％

区　　分 H25年度決算額 H24年度決算額
収 入 3億6,706万3千円 3億7,277万3千円
支 出 3億5,589万3千円 3億4,379万8千円
差 引 1,117万円 2,897万5千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）

主要地方道勝山丸岡線
配水管布設工事 その2

荒土町
松ヶ崎 561万8千円

主要地方道勝山丸岡線
配水管布設工事 その１

荒土町
松ヶ崎 474万6千円

市道6-33号線ほか
配水管布設工事

郡町
3丁目 458万6千円

事　業　名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
法恩寺膜モジュール
取替工事

勝山市
170字 1,018万5千円

地上式消火栓設置工事
その３

栄町
4丁目他 547万1千円

地上式消火栓設置工事
その4

昭和町
１丁目他

529万2千円

主要地方道勝山丸岡線
配水管布設替工事

元町
2丁目他

520万8千円

区　　分 H25年度決算額 H24年度決算額
収 入 6,512万4千円 5,008万6千円
支 出 2億655万1千円 2億3,261万2千円
差 引 －1億4,142万7千円 －1億8,252万6千円

表①　業務状況

表②　財政状況

表③　主な拡張事業

表④　主な改良事業

【収益的収支（税抜）】

【資本的収支（税込）】

設
の
維
持
管
理
の
充
実
を
怠
る
こ

と
な
く
、
社
会
経
済
状
況
の
変
化

な
ど
を
見
据
え
な
が
ら
更
に
経
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
な
お
一

層
の
経
営
努
力
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
決
算
書
を
勝
山
市
立

図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 　

上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２

階
）
☎
88
‐
８
１
０
９
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福
井
勝
山
総
合
病
院
に

福
井
勝
山
総
合
病
院
に

　　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開
設

を
開
設

　

平
成
26
年
10
月
1
日
に
福
井
勝
山
総
合
病
院
２
階
病
棟
に
、
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

■ 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
と
は

　

病
気
や
怪
我
な
ど
を
発
症
、
受

傷
し
た
直
後
か
ら
２
週
間
程
度
の

期
間
を
「
急
性
期
」
と
よ
び
、
救

急
医
療
や
専
門
医
療
に
よ
る
治
療

を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
２
ヵ
月

か
ら
６
ヵ
月
の
期
間
は
、
運
動
機

能
は
も
と
よ
り
日
常
生
活
や
社
会

復
帰
に
向
け
た
改
善
期
間
に
あ
た

り
、
こ
の
期
間
を
「
回
復
期
」
と

よ
ん
で
い
ま
す
。
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
、
特
に
脳

血
管
疾
患
、
骨
折
、
外
科
手
術
後

肺
炎
な
ど
の
患
者
様
を
対
象
に
こ

の
回
復
期
に
お
い
て
、
集
中
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
寝
た
き
り
の
防
止
と

日
常
生
活
動
作
の
向
上
、
社
会
復

■ 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
の
基
本
方
針

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
は
、
回
復
期
の
患
者
様
に
対

し
て
、
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚

士
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士

な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
と
な

り
、
協
働
、
協
力
し
日
常
生
活
動

作
の
向
上
や
家
庭
復
帰
、
社
会
復

帰
を
目
標
に
患
者
様
の
持
て
る
能

力
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
集
中
的
に
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■ 

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
の
対
象
患
者

　

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
は
ど
な
た
で
も
入
院
で
き
る

病
棟
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
脳
血
管

障
害
（
脳
出
血
や
脳
梗
塞
な
ど
）、

大
腿
骨
骨
折
な
ど
入
院
の
対
象
と

な
る
疾
患
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問　

福
井
勝
山
総
合
病
院

☎
88
‐
0
3
5
0

帰
を
目
標
に
、
退
院
時
に
は
在
宅

復
帰
を
目
指
し
て
い
た
だ
く
病
棟

で
す
。

４ 

、
車
庫
や
小
屋
は
戸
を
閉
め
鍵

を
か
け
る
！

　

ク
マ
は
人
の
気
配
を
感
じ
る

と
、
近
く
の
建
物
に
逃
げ
込
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
小
屋
の
中
の
燃

料
や
漬
物
に
も
誘
引
さ
れ
ま
す
。

戸
締
り
、
施
錠
を
徹
底
し
て
く
だ

さ
い
。

◎
そ
れ
で
も
ク
マ
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
ら

１
、
と
に
か
く
落
ち
着
く
！

　

騒
が
ず
、
走
ら
ず
、
ゆ
っ
く
り

後
退
。
決
し
て
走
っ
て
逃
げ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

ク
マ
は
逃
げ
る
も
の
を
追
い
か

け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
興
奮
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。

　

ク
マ
は
木
登
り
や
水
泳
、
走
る

の
も
得
意
で
す
。

　

子
グ
マ
で
あ
っ
て
も
絶
対
に
近

づ
か
な
い
。
近
く
に
必
ず
親
グ
マ

が
い
ま
す
。
危
険
で
す
か
ら
速
や

か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

２ 

、
攻
撃
が
避
け
ら
れ
な
い
と
き

は
急
所
を
守
る
！

　

地
面
に
伏
せ
、
両
手
で
首
の
後

ろ
を
ガ
ー
ド
し
て
頭
と
首
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎
今
年
の
人
身
被
害
の

傾
向
か
ら

•
早
朝
、
夕
方
以
外
も
要
注
意
！

　

９
月
21
日
と
９
月
22
日
に
あ
わ

ら
市
と
永
平
寺
町
で
、
ク
マ
に
襲

わ
れ
人
身
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

１
件
は
午
前
８
時
20
分
、
も
う

１
件
は
午
前
11
時
こ
ろ
に
発
生
し

て
い
て
、
必
ず
し
も
早
朝
、
夕
方

以
降
だ
け
が
危
険
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

外
出
の
際
（
特
に
農
作
業
や
林

際
、
川
沿
い
、
山
林
付
近
に
行
か

れ
る
場
合
）
は
、
鈴
、
ラ
ジ
オ
な

ど
音
の
出
る
も
の
を
身
に
つ
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
を
目
撃
し
た
と
き
や
、

　

痕
跡
を
見
つ
け
た
と
き
は
、

　

  

速
や
か
に
市
役
所
ま
た
は

警
察
署
へ
！

林
業
振
興
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
２
１

勝
山
警
察
署

☎
88
‐
０
１
１
０

そ
れ
で
も
ク
マ
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
ら

今
年
の
人
身
被
害
の傾向

か
ら
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９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
３
日

か
ら
９
月
19
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
各
地
区
の

自
主
的
な
地
域
力
向
上
の
取
り
組

み
に
対
す
る
助
成
や
、
自
主
防
災

組
織
が
導
入
す
る
小
型
除
雪
機
購

入
へ
の
補
助
金
、
公
衆
街
路
灯
の

L
E
D
化
へ
の
補
助
金
、
歴
史
的

な
ま
ち
な
み
景
観
に
配
慮
し
た
建

物
の
外
観
整
備
へ
の
補
助
金
な
ど

の
増
額
、ま
た
豪
雨
に
よ
る
農
地
・

　

平
成

　

平
成
2626
年
度
一
般
会
計

年
度
一
般
会
計

　
　
　
　
　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　
　
　
　
　

補
正
予
算
な
ど
を
可
決

9
月
定
例
議
会

林
道
の
復
旧
に
か
か
る
経
費
な
ど

で
一
般
会
計
に
２
億
３
５
２
６
万

８
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１
３

１
億
９
２
６
４
万
５
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
な
ど
５
つ
の

特
別
会
計
で
合
わ
せ
て
３
２
８
２

万
４
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
７

３
億
４
５
０
４
万
８
千
円
と
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
企
業
会
計
で
は
１
万

１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
億

９
６
６
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

◆
条
例
な
ど

　

条
例
は
、
制
定
５
件
、
一
部
改

正
5
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

制
定
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
立
北
谷
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
保
育
の
必
要
性
の
認
定

に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

• 

勝
山
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

• 

勝
山
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
立
保
育
園
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例

• 

勝
山
市
母
子
父
子
家
庭
等
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
附
属
機
関
の
設
置
に
関

す
る
条
例

◆
そ
の
他

　

勝
山
市
道
路
線
に
つ
い
て
２
件

の
議
案
が
可
決
さ
れ
、
３
件
の
意

見
書
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
2
件
の
請
願
が
不
採
択
、
２

件
の
陳
情
の
う
ち
採
択
が
1
件
、

趣
旨
採
択
1
件
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
勝
山
市
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
他
１
件
が
継
続
審
査
と

な
り
ま
し
た
。

◆
委
員
の
任
命
な
ど

　

勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

牧
野
マ
リ
子
氏（
元
町
１
丁
目
）

　

今
年
は
山
の
実
り
が
悪
く
、
ク
マ
が
エ
サ
を
求
め
て
人
里
へ
出

没
す
る
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人
身
被
害
に
遭

わ
な
い
よ
う
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
マ
に
注
意
！

ク
マ
に
注
意
！

◎
ク
マ
を
引
き
寄
せ
て

い
ま
せ
ん
か
？

１ 

、
カ
キ
や
ク
リ
は
早
め
に
収
穫

を
！

　

勝
山
市
で
は
、
人
里
の
カ
キ
や

ク
リ
を
目
当
て
に
ク
マ
が
出
没
す

る
事
例
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ク
マ

を
引
き
寄
せ
な
い
た
め
に
カ
キ
、

ク
リ
な
ど
は
早
め
に
収
穫
し
て
く

だ
さ
い
。
管
理
で
き
な
い
カ
キ
の

木
は
伐
採
し
て
く
だ
さ
い
。

２ 

、
ゴ
ミ
捨
て
、
食
べ
物
の
放
置

は
厳
禁
！

　

人
家
の
周
り
に
生
ご
み
な
ど
を

捨
て
た
り
、
置
い
た
り
し
て
い
ま

せ
ん
か
？

　

お
墓
の
供
え
物
は
持
ち
帰
っ
て

い
ま
す
か
？

　

キ
ャ
ン
プ
や
登
山
、
渓
流
釣
り

な
ど
で
出
た
ご
み
は
持
ち
帰
っ
て

い
ま
す
か
？

　

ご
み
な
ど
に
餌
付
い
た
ク
マ
は

近
く
に
居
座
り
、
攻
撃
的
に
な
り

ま
す
。

◎
ク
マ
と
遭
わ
な
い
た
め
に

１ 
、
ク
マ
の
エ
サ
に
な
る
実
が
な

る
と
こ
ろ
に
は
行
か
な
い
！

　

ブ
ナ
や
ク
ル
ミ
、
ク
リ
、
ミ
ズ

ナ
ラ
の
林
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
や
カ
キ

の
実
の
あ
る
場
所
は
要
注
意
で

す
。
ク
マ
の
餌
場
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

２ 

、
頻
繁
に
物
音
や
声
を
出
し
て

歩
く
！

　

鈴
や
笛
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を
鳴
ら

し
て
お
く
か
、
大
き
め
の
声
で
話

し
な
が
ら
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

３ 

、視
界
の
悪
い
時
、見
通
し
の
悪

い
場
所
に
は
立
ち
入
ら
な
い
！

　

林
際
、
川
沿
い
、
山
林
か
ら
近

い
場
所
で
は
早
朝
、
夕
方
、
夜
間

の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
控
え
て

く
だ
さ
い
。

　

早
朝
、
夕
方
、
霧
な
ど
で
見
通

し
の
悪
い
林
に
は
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

ク
マ
と
遭
わ
な
い
た
め
に

ク
マ
を
引
き
寄
せ
て

い
ま
せ
ん
か
？
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第
42
回
防
火
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

金
賞
▼
山
内
雄
斗
（
勝
山
中
部
３
）

丸
山
瑞
稀
（
勝
山
南
部
２
）
大
井

輝
恭
（
勝
山
南
部
１
）
安
岡
美
波

（
成
器
西
６
）
竹
内
好
未
（
成
器

南
５
）
仲
谷
音
愛
（
成
器
南
４
）

松
田
き
ら
り
（
成
器
南
３
）
仲
谷

優
来
（
北
郷
２
）
東
川
勇
之
介
（
村

岡
１
）

銀 

賞
▼
伊
藤
小
雪
（
勝
山
南
部
３
）

壺
内
陸
友
（
勝
山
北
部
３
）
林
奈

乃
羽（
勝
山
南
部
２
）島
田
幸
汰（
勝

山
北
部
２
）
上
山
希
望
（
勝
山
中

部
１
）
山
田
遥
（
勝
山
中
部
１
）

福
島
信
明（
荒
土
６
）青
木
咲
樹（
成

器
西
６
）
片
山
夢
奈
（
成
器
西
５
）

藤
田
睦
樹
（
成
器
南
５
）
清
水
蒼

空
（
北
郷
４
）
舟
田
早
希
（
成
器

西
４
）
反
保
一
花
（
成
器
南
３
）

酒
井
怜
慈（
村
岡
３
）谷
口
沙
姫（
荒

土
２
）
杉
本
大
虎
（
成
器
南
２
）

谷
知
花（
成
器
西
１
）川
崎
一
樹（
成

器
南
１
）

銅 

賞
▼
前
川
育
未
（
勝
山
中
部
３
）

中
野
沙
羅
（
勝
山
南
部
３
）
斎
藤

瑠
（
勝
山
南
部
３
）
平
尾
優
衣
（
勝

山
中
部
２
）
天
立
悠
太
（
勝
山
南

部
２
）嶋
田
真
由
子（
勝
山
北
部
２
）

高
田
竜
弥
（
勝
山
中
部
１
）
山
内

竣
介
（
勝
山
南
部
１
）
林
花
（
勝

山
北
部
１
）
北
川
凛
（
成
器
西
６
）

久
保
風
真
（
成
器
西
６
）
松
山
愛

来
（
成
器
西
６
）
野
地
愛
理
（
荒

土
５
）
上
杉
梨
緒
（
成
器
南
５
）

前
野
友
希
（
村
岡
５
）
矢
戸
成
（
荒

土
４
）
木
下
萌
（
北
郷
４
）
清
水

凛（
鹿
谷
４
）畔
川
遥（
成
器
南
３
）

下
川
愛
叶
夢
（
成
器
南
３
）
牧
野

連
音
（
三
室
３
）
岩
岡
凌
佑
（
荒

土
２
）
原
田
雄
介
（
荒
土
２
）
小

田
琴
音（
成
器
南
２
）坂
下
智
也（
成

器
西
１
）
田
中
愛
斗
（
村
岡
１
）

林
優
成
（
村
岡
１
）

平
成
26
年
度
勝
山
市

　

 

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼

　

長
岡
大
熙
（
勝
山
北
部
１
）

優 

秀
賞
▼
大
谷
望
（
勝
山
中
部
３
）

宮
本
莉
帆
（
勝
山
中
部
３
）
山
越

凪
紗（
勝
山
南
部
３
）森
石
美
桜（
勝

山
北
部
３
）
横
山
楓
子
（
勝
山
中

部
２
）
齋
藤
清
春
、西
脇
大
晟
（
勝

山
北
部
２
）
竹
内
淳
汰
郎
（
勝
山

中
部
１
）

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞
▼
畑
中
萌
佳
（
荒
土
６
）

優 

秀
賞
▼
宮
本
茉
奈
（
村
岡
５
）
土

田
十
愛
（
荒
土
５
）

平
成
26
年
度
防
災

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞
▼

　

大
西
あ
げ
は
（
勝
山
南
部
１
）

齋
藤
朱
音
（
勝
山
南
部
３
）
中
村

美
柚
（
勝
山
南
部
２
）

【
小
学
生
の
部
】

優 

秀
賞
▼
聖
山
来
瞳
（
成
器
西
６
）

栁
町
菜
月（
村
岡
５
）三
谷
充
仁（
成

器
西
４
）
内
田
大
貴
（
成
器
南
３
）

梨
木
悟
志（
村
岡
２
）玉
木
偉
士（
成

器
西
１
）

下
水
道
絵
画
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

【
中
学
生
の
部
】

金
賞
▼

　

金
巻
竜
太
朗
（
勝
山
中
部
２
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

野
村
友
香
（
勝
山
南
部
３
）

銀 

賞
▼
西
川
俊
央
（
勝
山
南
部
２
）

木
田
愛
菜
（
勝
山
北
部
２
）

銅 

賞
▼
中
森
千
鶴
（
勝
山
北
部
３
）

中
山
あ
い
（
勝
山
中
部
２
）
安
居

唯
花（
勝
山
中
部
２
）松
井
優
佳（
勝

山
南
部
２
）

【
小
学
生
の
部
】

金
賞
▼
川
村
侑
加
（
北
郷
６
）

下
水
道
工
事
店
組
合
理
事
長
賞
▼

　

内
田
愛
梨
（
成
器
南
５
）

銀 

賞
▼
丸
山
未
紗
（
成
器
南
５
）
小

林
洸
斗
（
荒
土
１
）

銅 

賞
▼
伊
藤
巧
真
（
成
器
南
６
）
白

木
梨
紗
子
（
成
器
西
５
）
藤
井
崇

弘（
野
向
４
）安
居
華
奈（
鹿
谷
３
）

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
標
語
入
賞
者
の
ご
紹
介
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

平
成
26
年
度

 

勝
山
市
明
る
い
選
挙
啓
発

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・
標
語

最
優
秀
賞
▼

　

松
本
莉
奈
（
奥
越
明
成
１
）

  『
ふ
る
さ
と
の　

未
来
を
変
え
よ
う  

一
票
で
』

優 

秀
賞
▼
夛
田
直
樹
（
奥
越
明
成
１
）

中
村
千
春
（
奥
越
明
成
１
）
秦
彩

音
（
奥
越
明
成
１
）
原
田
倫
（
奥

越
明
成
１
）
田
中
那
侑
（
北
郷
６
）

廣
瀬
光
多
（
成
器
南
６
）
笠
松
青

夏（
北
郷
４
）津
田
光
佑（
北
郷
４
）

笠
川
望
（
北
郷
４
） 

平
成
26
年
度
防
火
標
語

金
賞
▼
坂
井
絢
音
（
成
器
南
６
）

  『「
大
丈
夫
？
」　

家
族
で
で
き
る　

声
防
火
』

銀 

賞
▼
水
井
菜
月
（
芳
野
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
６
年
）
丸
山
菜
々
子
（
片

瀬
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
４
年
）

銅 

賞
▼
石
川
直
樹
（
北
郷
６
）
田
中

颯
（
竜
谷
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
５
年
）

和
田
さ
ち
（
若
猪
野
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
4
年
）
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勝山市男女共同ネットワーク

の　ぞ　み
勝山市男女共同参画キャッチフレーズ

『男女参画　はじめの一歩は　思いやり』

　勝山市男女共同ネットワークは、市内15団体と個
人会員５名で構成されています。
　性別に捉われず、男女がともに思いやり、助け合
う社会づくりを目指して各種事業を実施していま
す。

家族で取り組む男女参画家族で取り組む男女参画
　家族のライフスタイルに合わせた取り組みを実
施する「家族で取り組む男女参画」を募集したと
ころ、306点の応募がありました。料理、洗濯、
掃除、節電、水やり、ゴミ出しなどの目標に取り
組む中で、様々な気付きがあったようです。

＜取り組み後の感想（一部抜粋）＞
• 夜、帰宅してからは時間が限られている
が、家族みんなで協力して生活するこ
とで、次の日も元気に登校したり出勤し
たりできるように心がけていきたい

• いつも何も思わずご飯を食べていた
が、自分で作ってみるととても大変
なことが分かった
• できない人がいたら、できる人と助
け合って取り組むことができた
• ずっとお母さんだけに任せていて時間がかかっ
たけれど、私たちが手伝ったらぐっと時間が縮
まった
　 ご応募いただきました作品は、一部展示を行い
ます。詳細が決まりましたらホームページなどで
お知らせします。

かつやま“のぞみフェスタかつやま“のぞみフェスタ
入場無料、申込不要です。是非、お越しください。

と　き：平成26年11月30日㈰ 
　　　　午前9時10分～
ところ：すこやか多目的ホール
◆オープニングセレモニー
　勝山市勤労婦人センター友

ゆ う ら ぎ
楽喜

　カトレアコーラスの皆さんによる合唱
◆式典
　男女共同参画ポスターコンクール表彰式ほか
◆講演会：認知症について
　講　師：武藤　寛　氏（たけとう病院　院長）
　※市民大学受講生の方は１単位認定いたします
　チャイルドルームを設置します。
　※要予約　☎88 ｰ 1115

【小学生の部（応募総数17点）】 【中学生の部（応募総数12点）】

【優秀賞】 森石　梨奈（荒土６）
 山下　凜夏（北郷６）
 川村　真穂（北郷３）
【入　選】 石塚　悠生（荒土６）
 酒井くいな（成器南６）
 田村　早希（成器南５）
 國吉穂乃叶（成器南４）
 山内　芽依（三室４）

【優秀賞】 野瀬　美結（勝山南部２）
 玉木　　遥（勝山北部２）
 山田渓太郎（勝山中部１）
【入　選】 加藤　晴香（勝山中部３）
 笠松　水樹（勝山南部２）
 中村　茂都（勝山南部２）
 横山　朝香（勝山南部２）
 横山　鈴香（勝山南部１）

●ポスターコンクール入賞作品展示●
と　き：11月21日（金）～ 12月8日（月）
ところ：すこやかロビー

問　勝山市男女共同ネットワーク事務局（未来創造課内、市役所２階）☎88－1115

平
成
平
成
2626
年
度
男
女
共
同
参
画

年
度
男
女
共
同
参
画

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
・
入
選
者

最
優
秀
賞　

藤
永　

俊
介

（
北
郷
２
）

最
優
秀
賞　

笠
川　

萌
香

（
勝
山
中
部
３
）

　その他、市内公共施設、量販店でも順次、展
示を行います。日程などが決まりましたら、ホー
ムページでお知らせします。

入

者者

賞賞

入
選選
者者

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
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各・種・お・知・ら・せ

　

認
知
症
に
つ
い
て
専
門
医
に
気

軽
に
相
談
で
き
ま
す
。
も
の
忘
れ

な
ど
で
不
安
や
悩
み
を
お
持
ち
の

方
や
そ
の
ご
家
族
さ
ま
は
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
10
月
27
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
10
分

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

内 　

容
▼
認
知
症
専
門
医
と
精
神

保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談

※
要
予
約

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
0
9
0
0

と　

き
▼
11
月
４
日
㈫

と 

こ
ろ
▼
滋
賀
県
方
面
の
食
品
工

場
、
紙
幣
の
印
刷
工
場
な
ど

定　

員
▼
43
名
（
先
着
順
）

※
１
世
帯
１
名
の
み

申
込
締
切
▼
10
月
20
日
㈪

そ
の
他
▼
昼
食
代
は
実
費

申 
・
問　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
１
階
） 

☎
88
‐
８
１
０
３

関
西
学
院
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル

部
と
行
く
大
長
市
民
登
山

と　

き
▼
11
月
３
日
㈪
・
㈷

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
（
雨
天
中
止
）

集　

合
▼
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
駅

※
現
地
ま
で
の
送
迎
バ
ス
有
り

定　

員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参 

加
費
▼
１
５
０
０
円
（
バ
ス
代

な
ど
）

持 

ち
物
▼
山
道
を
歩
け
る
服
装
、

弁
当
、
筆
記
用
具
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
な
ど

谷
の
ブ
ナ
林
の
自
然
観
察
会

と　

き
▼
11
月
８
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
４
時（
雨
天
中
止
）

集　

合
▼
市
役
所
裏

※
現
地
ま
で
の
送
迎
バ
ス
有
り

定　

員
▼
20
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼
１
０
０
円
（
資
料
代
）

講 　

師
▼
わ
く
わ
く
体
験
学
習
推

進
隊　

小
林
則
夫
氏
ほ
か

持 

ち
物
▼
山
道
を
歩
け
る
服
装
、

筆
記
用
具
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

な
ど

申 
・
問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

課
（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
４

も
の
忘
れ
相
談
会
のお

知
ら
せ

消
費
者
工
場
見
学参

加
者
募
集

秋
の
紅
葉
満
喫
イ
ベ
ン
ト

の
お
知
ら
せ

　郷土が生んだ教育実践者から学ぶ、人が伸びる
「ねっこ」を育てる教育についての講演会を開催
します。
と　き▶11月１日㈯
　　　　午後１時30分～４時30分
ところ▶越前大仏大講堂
※入場無料
※できるだけ事前にお申し込みください

第１部　教育講演・対談
　演　題▶木下竹次と奈良の学習法
　講　師▶奈須正裕氏（上智大学教授）
　　　　　椙田萬理子氏（奈良女子大学特任教授）
第２部　教育講演
　演　題▶しあわせになる心の育て方
　講　師▶岩堀美雪氏（鯖江市立立待小学校教諭）
申・問　勝山ロータリークラブ事務局
　　　　（市民交流センター内）☎87 ｰ 7761

勝山ロータリークラブ主催
教育講演会のお知らせ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申
し

込
ま
れ
て
い
る
正
社
員
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
求
人
が
増
え
て
お
り
、

人
材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
の
持
っ
て
い
る
職
業
経
験
や
能

力
を
、
も
う
一
度
生
か
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ご
登
録
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

就
職
支
援

　
　
　

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー

　

就
職
支
援
の
一
環
で
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
大
野
で
次
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
求
人
情
報
の
提

供
に
つ
い
て
は
マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ

や
ま
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

求
人
情
報
の
提
供

• 

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
操
作
で
全
国
す

べ
て
の
求
人
を
閲
覧
可
能

• 

奥
越
求
人
情
報
紙
「
わ
く
わ
く

ワ
ー
ク
」
の
発
行
、
配
布

• 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
で
求
人
情
報
が
検

索
可
能

模
擬
面
接
体
験

• 

民
間
企
業
で
人
事
労
務
経
験
豊

富
な
面
接
官
に
よ
る
実
践
的
な

模
擬
面
接
を
体
験
、
指
導

応
募
書
類
の
書
き
方

• 

履
歴
書
、
職
務
経
歴
書
の
作
成

指
導

職
業
訓
練

• 

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
技
能

や
知
識
を
習
得
す
る
職
業
訓
練

※ 

訓
練
の
受
講
料
は
無
料
で
す

が
、
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
実
費

が
必
要
で
す

心
の
健
康
相
談

• 

経
験
豊
か
な
臨
床
心
理
士
が
対

応
・
相
談

　
申 
・
問　

マ
イ
ワ
ー
ク
か
つ
や
ま

（
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
88
‐
１
２
８
６

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

☎
66
‐
2
4
0
8
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毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

に
対
す
る
意
見
や
要
望
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
行
政
に
対
す
る
身
近
な

相
談
を
受
け
付
け
て
関
係
機
関
に

通
知
な
ど
を
行
い
、
そ
の
解
決
の

促
進
を
図
る
の
が
「
行
政
相
談
委

員
制
度
」
で
す
。
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
皆

さ
ん
と
行
政
の
間
に
立
ち
、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相

談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
相
談
日
▼
毎
月
第
３
水
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館

蘭
・
桜
の
間

行
政
相
談
委
員
▼

　

深
谷　

久
枝
氏
＝
元
町
１
＝

　

木
村
美
智
子
氏
＝
昭
和
町
１
＝

問　

未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

　

約
70
の
市
民
団
体
が
、
日
頃
の

文
化
芸
術
活
動
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
発
表
者
の
活
き
活
き
と
し

た
姿
や
創
造
豊
か
な
作
品
を
ど
う

ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
▼

　
「
50
年　

築
い
た
文
化
が

活
き
る
ま
ち
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

と　

き
▼
10
月
25
日
㈯

午
前
９
時
〜
９
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
ホ
ー
ル

展
示
発
表

と　

き
▼
10
月
25
日
㈯

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

26
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

と 

こ
ろ
▼
教
育
会
館
、
市
民
会
館

展
示
ホ
ー
ル

芸
能
発
表

と　

き
▼
10
月
25
日
㈯

午
後
１
時
〜
６
時

　
　
　
　
　
　

26
日
㈰

　

午
後
１
時
〜
５
時
45
分

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

問　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

（
教
育
会
館
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
４

と　

き
▼
10
月
25
日
㈯
、
26
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
越
前
大
仏
門
前
町

内 　

容
▼
観
光
Ｐ
Ｒ
「
わ
な
げ
」、

出
店
（
ま
つ
た
け
ご
飯
、
勝
ち

山
お
ろ
し
そ
ば　

ほ
か
）、
吉

本
芸
人
ク
レ
ヨ
ン
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
（
25
日
）、
か
ち
や
ま

ワ
ッ
シ
ョ
イ
（
26
日
）
な
ど

※ 

両
日
、
越
前
大
仏
拝
観
料
無
料

奥
越
前　

秋
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

大
野
市
で
「
三
大
朝
市
物
産
ま

つ
り
」「
九
頭
竜
紅
葉
ま
つ
り
」「
て

ら
ま
つ
り
」
が
同
日
開
催
さ
れ
ま

す
。
勝
山
う
ま
い
も
ん
祭
総
合
案

内
と
大
野
市
観
光
協
会
事
務
所

（
大
野
市
元
町
）
で
ス
タ
ン
プ
を

集
め
る
と
、
景
品
が
当
た
る
〝
お

楽
し
み
ゲ
ー
ム
〞
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
ま
す
。

申 
・
問　

勝
山
う
ま
い
も
ん
祭
実

行
委
員
会
（
勝
山
市
観
光
協
会

内
） 
☎
87
‐
１
２
４
５

10
月
20
日
㈪
〜
26
日
㈰
は

行
政
相
談
週
間
で
す

第
50
回勝

山
市
民
総
合
文
化
祭

勝
山
う
ま
い
も
ん
祭

行政相談の様子

60
年
前
の
小
学
生
の

絵
の
展
覧
会

と
こ
ろ
▼
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　

11
月
３
日
㈪
・
㈷
ま
で

開
催
中
！！

　平成26年度全国学力・学習状況調査における勝
山市の結果について、市のホームページに公開し
ました。
　市内の小学校６年生・中学校３年生の学力や生
活状況について、分析してあります。対策などの
解説も加えてありますので、ぜひご覧ください。
問　学校教育課（教育会館2階）☎88 ｰ 8112

　臨時福祉給付金の申請期限が迫っています。
お手元に申請書が届いている方で、申請がお済み
でない方は、受け取り忘れがないようお早めに申
請してください。
申・問　福祉・児童課（すこやか内）
　　　　☎87 ｰ 0777

　市民の皆さまの意見を政策などの立案に反映さ
せ、開かれた市政を推進するため、次の計画案に
ついてご意見をお寄せください。いただいたご意
見は、市の考え方を添えて市ホームページで公表
します。
計画名称▶勝山市子ども・子育て支援事業計画（案）
閲 覧場所▶福祉・児童課（すこやか内）、子育て
支援センター（市民交流センター内）、市立図
書館、各公民館、市ホームページ
閲覧開始▶10月10日㈮　正午
募集締切▶11月10日㈪　正午
提 出方法▶閲覧場所に備える「意見記入票」にご
意見を記入し、郵送・ＦＡＸ・メールなどで福祉・
児童課まで提出
問　福祉・児童課（すこやか内）
　　☎87 ｰ 0777　FAX 87 ｰ 3522
　　Email fukusi@city.katsuyama.lg.jp

全国学力・学習状況調査の結果について

臨時福祉給付金
申請期限は10月28日㈫です

パブリックコメント募集（意見公募）
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赤とんぼフォーラムで児童が調査発表
■９月27日　すこやか

　赤とんぼフォーラム2014が開催され、荒土小、
野向小、三室小の児童が赤とんぼの生態調査結果を
発表しました。前園泰徳さんの講演や、エコ環境都
市推進活動の表彰式も合わせて行われました。

消防指揮車を導入
■９月５日　勝山市消防本部

　勝山市消防本部で初めてとなる指揮車が導入され
ました。火災や災害現場で消防本部との連絡を担い、
現地での指揮本部となります。

熱戦！市民相撲大会
■９月18日　神明神社

　第60回市民体育大会相撲競技会が開催され、各地
区代表選手が白熱した取組が行われました。地区対
抗団体戦では荒土チームが優勝しました。

百歳を祝い訪問
■９月25日　芳野町1

　この９月で百歳の誕生日を迎えられた細川りよさ
んを山岸市長が訪ね、お祝い状と記念品を贈りまし
た。

秋晴れに力走！市内駅伝大会
■９月28日　市内一円

　第60回勝山市内駅伝競走大会が開催され、市内９
地区の選手たちが14区間でタスキをつなぎました。
なお勝山地区が2年ぶりに優勝を果たしました。

デジタル教材パソコンを寄贈
■10月１日　市役所

　ケイテー情報システム株式会社創立30周年を記念
し、同社より学校備品としてノートパソコン３台を
寄贈いただきました。
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

日
本
列
島
は
、
世
界
的
に
見
て
も
有

数
の
火
山
列
島
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
一
番
火
山
が
多
い
都
道
府
県
は

ど
こ
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
意
外
に

も
東
京
都
な
の
で
す
。
逆
に
福
井
県
は

「
活
火
山
（
過
去
１
万
年
以
内
に
噴
火

を
行
っ
た
も
の
）」
が
な
い
21
の
都
道

府
県
の
ひ
と
つ
で
す
。
市
内
か
ら
遠
望

で
き
る
白
山
は
活
火
山
で
す
が
、
石
川

県
、
岐
阜
県
に
ま
た
が
り
、
地
理
的
に

は
福
井
県
に
入
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
今
か
ら
約
60
万
年
前
ま
で

は
、
勝
山
市
で
も
火
山
活
動
が
行
な
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
火
山
の
調
査
研
究
で

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
九
頭
竜
川
の
右
岸

方
向
に
あ
る
越
前
甲
、
取
立
山
、
大
長

山
、
赤
兎
山
、
法
恩
寺
山
、
経
ヶ
岳
な

ど
と
い
っ
た
１
０
０
０
ｍ
超
の
山
々

は
、
全
て
過
去
に
火
山
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
山
々
が
火
山
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
意
外
に
も
勝
山
市
民

に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
登
山
を
さ
れ

る
方
々
は
ご
存
じ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
ら

の
山
々
に
続

く
登
山
道
や

林
道
沿
い
に

は
、
火
山
由

来
の
滝
壁
や

切
り
立
っ
た

岩
壁
が
多
く

見
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、

角
張
っ
た
岩
石
が
ご
ろ
ご
ろ

と
転
が
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
法
恩
寺
山
周
辺
で

は
、
火
山
活
動
に
よ
る
特
徴

的
な
溶
岩
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
、「
ガ
ラ
ス

質
安
山
岩
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
黒

い
色
を
し
た
と
て
も
硬
い
溶
岩
で
す
。

そ
の
黒
く
硬
い
溶
岩
は
、
か
つ
て
法
恩

寺
山
か
ら
噴
出
し
た
マ
グ
マ
が
急
激
に

冷
え
固
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。
緩

や
か
な
溶
岩
台
地
（
芳
野
ヶ
原
台
地
）

を
つ
く
っ
て
お
り
、
冬
季
に
は
ス
キ
ー

ジ
ャ
ム
勝
山

の
ス
キ
ー
ゲ

レ
ン
デ
と
し

て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ

の
溶
岩
は
縄

文
時
代
を
中

心
に
矢
じ
り

な
ど
に
加
工
さ
れ
て
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
、
市
教
育
委
員
会
の
長
尾
山
遺

跡
調
査
で
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

法
恩
寺
山
周
辺
は
、
火
山
活
動
に
よ

る
地
形
・
地
質
遺
産
の
ほ
か
、
豊
か
な

生
態
系
、
勝
山
市
の
歴
史
、
そ
し
て
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
を
夏
冬
問
わ
ず

に
楽
し
め
る
ジ
オ
サ
イ
ト
で
す
。

問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
１
７

―第４回―　勝山にも火山があった！？―第４回―　勝山にも火山があった！？

芳野ヶ原溶岩台地（法恩寺山）

ガラス質安山岩

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

第
29
回　

４
年
目
の
赤
と
ん
ぼ
調
査

　

ま
ず
は
、
市
制
60
周
年
記
念
に
お
い
て

特
別
表
彰
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
少
し
で

も
皆
様
や
子
ど
も
た
ち
の
将
来
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
こ
と
に
貢
献
で
き
て
い
れ

ば
幸
い
で
す
。

◆
赤
と
ん
ぼ
調
査
か
ら
好
ま
し
い
変
化
が

　

さ
て
、
恐
竜
と
並
び
勝
山
市
の
代
名
詞

に
な
り
つ
つ
あ
る
「
赤
と
ん
ぼ
」
の
調
査

が
、
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
、
た

く
さ
ん
の
赤
と
ん
ぼ
（
特
に
ア
キ
ア
カ
ネ
）

が
、
水
田
に
集
ま
っ
て
産
卵
し
て
い
ま
す
。

こ
の
勝
山
市
で
は
当
た
り
前
の
景
色
と
、

そ
こ
に
お
け
る
取
り
組
み
が
、
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

9
月
27
日
に
は
、
第
4
回
目
の
赤
と
ん

ぼ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
調
査

を
行
っ
た
小
学
生
の
発
表
に
始
ま
り
、
私

が
今
年
の
発
見
（
特
に
勝
山
市
か
ら
白
山

へ
の
移
動
確
認
）
や
活
動
の
拡
が
り
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
今
年
は
幼
稚
園
や

保
育
園
児
も
調
査
に
参
加
し
、
さ
ら
に
そ

こ
に
市
民
調
査
員
や
保
護
者
が
加
わ
る
と

い
う
特
筆
す
べ
き
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
東
邦
大
学
の
菅
原
さ
ん
が
、
ア
キ
ア

カ
ネ
の
移
動
場
所
を
予
測
す
る
研
究
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
石
川
県
立
大
学
の
草
光
さ
ん

は
、
勝
山
市
の
小
学
生
の
保
護
者
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
発
表
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
赤

と
ん
ぼ
調
査
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
を

通
し
て
家
族
内
の
会
話
が
増
え
、
子
ど
も

た
ち
に
も
保
護
者
に
も
、
好
ま
し
い
変
化

が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

同
じ
く
石
川
県
立
大
学
の
上
田
教
授
は
、

勝
山
市
で
は
、「
た
だ
の
虫
」
で
あ
っ
た
赤

と
ん
ぼ
に
、
多
く
の
方
が
価
値
を
見
出
し

て
い
る
こ
と
や
、
赤
と
ん
ぼ
が
た
く
さ
ん

い
る
水
田
の
お
米
を
食
べ
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
、
勝
山
市
で
の
活

動
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
オ
カ
リ
ナ
サ
ー
ク
ル
の
方
々

と
松
文
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
赤

と
ん
ぼ
の
歌
の
演
奏
と
合
唱
が
行
わ
れ
、

会
場
が
１
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
、
最
新
の
研

究
に
携
わ
り
な
が
ら
赤
と
ん
ぼ
を
大
切
に

し
て
い
く
と
い
う
活
動
は
、
全
国
で
も
例

が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
勝
山
市
が
赤

と
ん
ぼ
に
と
っ
て
も
、
人
に
と
っ
て
も
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

hisho
環境10%
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魯ろ

斎さ
い

秦
先
生
之
墓
（
義
宣
寺
墓
地
）

　

秦
魯
斎
は
文
化
７
年
（
１
８
１
０
）、
秦
敬

直
の
長
男
と
し
て
勝
山
に
生
ま
れ
た
。
父
敬
直

は
福
井
藩
医
で
あ
る
沢
氏
の
末
男
に
生
ま
れ
秦

氏
に
養
子
に
入
っ
た
。
秦
氏
の
祖
先
は
豊
後（
大

分
県
）
の
大
友
氏
の
出
で
、
そ
の
後
小
笠
原
侯

に
招
か
れ
代
々
藩
医
を
勤
め
た
。

　

魯
斎
は
幼
名
を
敏
太
郎
と
い
い
、
幼
い
頃
か

ら
医
学
を
学
ん
で
い
た
。
し
か
し
父
が
早
く
に

亡
く
な
っ
た
た
め
、
文
政
８
年
（
１
８
２
５
）

に
15
才
で
給
士
席
に
挙
げ
ら
れ
、
医
業
を
以
っ

て
７
代
藩
主
小
笠
原
長
貴
に
仕
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
11
年
に
５
年
間
の
暇
を
乞
い
、
京

都
・
長
崎
な
ど
で
儒
学
・
医
学
を
学
ん
だ
。

　

天
保
４
年
（
１
８
３
３
）
に
勝
山
に
戻
り
60

石
を
賜
わ
っ
た
が
、
同
７
年
再
び
京
都
に
出
て

医
の
道
を
深
め
、
同
９
年
に
は
70
石
に
加
増
さ

れ
た
。
翌
年
、
江
戸
藩
邸
で
長
貴
公
が
患
い
、

魯
斎
は
招
か
れ
て
全
力
で
治
療
に
当
た
っ
た
。

ま
た
、
長
貴
の
子
長
守
が
天
然
痘
を
患
っ
た
際

も
、
魯
斎
が
そ
の
治
療
に
当
た
り
治
癒
し
た
こ

と
も
あ
り
、そ
の
信
頼
は
絶
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

　

魯
斎
は
医
学
に
精
通
し
て
い
た
こ
と
は
勿
論

の
こ
と
、
文
武
全
般
に
も
通
じ
て
い
た
。
時
あ

た
か
も
林
毛も
う
せ
ん川
に
よ
る
藩
政
改
革
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
た
。
か
ね
て
よ
り
魯
斎
は
文
武
を
奨

励
す
る
こ
と
が
人
材
育
成
に
つ
な
が
り
、
そ
の

た
め
に
は
藩
校
の
設
立
が
必
要
と
考
え
て
い

た
。
彼
は
毛
川
と
協
力
し
長
守
に
提
言
、
彼
自

身
が
書
籍
の
み
な
ら
ず
金
数
百
両
を
献
じ
、
遂

に
天
保
12
年
読
書
堂
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　

２
年
後
に
は
成
器
堂
と
改
称
さ
れ
、
魯
斎
が

学
頭
と
な
り
そ
の
経
営
に
当
た
っ
た
。
成
器
堂

は
儒
学
に
限
ら
ず
、
洋
医
学
・
蘭
学
・
兵
学
・

礼
法
な
ど
を
採
り
い
れ
、
丸
山
鳴
石
・
林
雪
蓬

な
ど
が
教
授
と
し
て
当
た
っ
た
。
魯
斎
と
毛
川

の
設
立
し
た
成
器
堂
（
後
の
成
器
小
学
校
）
か

ら
は
多
く
の
人
材
が
輩
出
し
、
近
代
勝
山
の
発

展
に
貢
献
し
た
。

　

魯
斎
は
き
れ
い
ご
と
を
好
ま
ず
親
疎
貴
賎
を

問
わ
ず
人
に
接
し
、
誰
に
お
も
ね
る
こ
と
も
な

か
っ
た
。
晩
年
は
魯
仙
を
称
し
俗
世
間
を
離
れ
、

自
然
を
共
に
読
書
三
昧
の
生
活
を
送
っ
た
。
８

男
１
女
に
恵
ま
れ
長
男
勤
有
は
大
野
郡
で
最
初

の
人
体
解
剖
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
孫

の
勉
造
は
初
代
北
海
道
帝
国
大
学
医
学
部
長
で

あ
る
。
魯
斎
は
文
久
３
年（
１
８
６
３
）に
没
し
、

碑
は
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
に
建
て
ら
れ
た
。

　

勝
山
城
博
物
館
で
成
器
堂
文
庫
を
展
示
中
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「13歳からのことば事典」
～「まじ、ヤバい！」気もち
を正しく伝えるには？語彙力＆
表現力をのばす心情語600 ～

「月へ行きたい」「ラストレター」

矢野　耕平／著
メイツ出版

松岡　徹／文・絵
福音館書店

さだ　まさし／著
朝日新聞出版

１０代の豊かな発想、細やかな感情をコトバに
したらどうなる？論理的な思考やコミュニケー
ション力を高める、心情をあらわすことばの
意味や語源、そのことばを使った例文を紹介。
「きもい」「やばい」など、世間で誤用され
がちな若者特有の心情語も取り上げる。

満月の夜、男の子は月へ行く方法を考えた。人
類が旅したいちばん遠い場所、月まで38万キ
ロ。小学生が3億人つながって、ようやくたどり
つく。らせん階段をゆっくり上れば100年。ジェッ
トコースターのスピードで、3ヶ月。新幹線なら
55日！どんな乗り物なら月へ行けるのだろう？

聴取率０％台。深夜のラジオ番組の大改革
に、入社４年目の新米アナウンサーが名乗り
出る。だが、ライバル局からは意地悪され、
生放送中にはトラブルが続出…。しかし、「ラ
ストレター」という企画が目玉となり、彼の
情熱が傍観者だった局員を団結させていく・・。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成26年9月末 前年比

総件数 362件 ＋1件

人身事故
（うち高齢者）

34件
（5）

－3件
（－4）

死　者
（うち高齢者）

1人
（1）

0人
（0）

傷　者 39人 0人

物損事故 328件 ＋4件

10月の納税

8月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 9月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,902人 9 －17 －8 8 －17 －9 11,885人 －17人
女 13,033人 5 －15 －10 12 －18 －6 13,017人 －16人
合　計 24,935人 14 －32 －18 20 －35 －15 24,902人 －33人
世帯数 8,082世帯 8,066世帯 －16世帯

人口の動き

市・県民税▶第3期
納期限▶10月31日㈮　口座振替▶10月27日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪17
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フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し
ま

し
た
。
勝
山
市
の
四
季
折
々

の
素
晴
ら
し
い
風
景
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ご
予
約
は
、部
数
、お
名
前
、

ご
住
所
、
電
話
番
号
、
郵
送

の
有
無
を
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
予
約
受
付
後
、
郵
便
振

替
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
郵
便
局
で
お
支
払
い
願
い
ま

す
。
振
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

販
売
価
格
▼
１
５
０
０
円
（
税
込
）

※ 

郵
送
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
別
途
送
料

３
０
０
円
が
か
か
り
ま
す

予
約
締
切
▼
11
月
21
日
㈮

　

カ
レ
ン
ダ
ー
は
11
月
末
よ
り
発
送
、
も

し
く
は
、
受
け
渡
し
い
た
し
ま
す
。

申 
・
問　

観
光
政
策
課
（
市
役
所
2
階
）

 

☎
88
‐
８
１
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ　

88
‐
１
１
１
９

Em
ail　

kankou@
city.
katsuyam

a.lg.jp

勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署

オ
レ
オ
レ
詐
欺

「
特
殊
詐
欺
」
に
注
意
！

　

県
内
の
特
殊
詐
欺
に
よ
る

被
害
額
は
、
今
年
８
月
末
現

在
で
約
１
億
８
千
万
円
と
、

過
去
最
悪
で
あ
っ
た
昨
年
１
年

間
の
被
害
総
額
を
既
に
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

宅
配
便
な
ど
で
現
金
を
送
ら

せ
る
「
送
付
型
」
が
激
増
し
て

い
ま
す
。
被
害
の
内
訳
で
は
、

使
っ
た
覚
え
の
な
い
有
料
サ
イ

ト
の
利
用
料
を
請
求
し
て
く
る

架
空
請
求
詐
欺
が
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○ 

電
話
で
、
現
金
を
送
れ
と
言

わ
れ
た
ら
一
一
〇
番

○ 

犯
人
が
使
用
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド

　

・
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
送
金
・

電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
・
風
邪

を
引
い
て
声
が
変
・
必
ず
も

う
か
る
・
必
ず
勝
て
る
方
法

を
教
え
る
・
未
公
開
株
・
社

債
・
あ
な
た
だ
け
特
別
・
あ

な
た
だ
け
の
権
利
・
名
義
を

貸
し
て
・
警
察
に
捕
ま
る

○ 

電
話
で
キ
ー
ワ
ー
ド
を
聞

い
た
ら
、
ま
ず
警
察
・
家

族
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ュ
ウ
ピ
ー
君
と
チ
ャ
マ
ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
??

　

脳
卒
中
と
は
脳
の
血
管
が
つ

ま
っ
た
り
、
破
れ
た
り
し
て
栄

養
が
届
か
な
く
な
り
細
胞
が
死

ん
で
し
ま
う
病
気
で
、
急
に
倒

れ
て
意
識
が
な
く
な
る
、
半
身

が
麻
痺
し
て
い
る
、
ろ
れ
つ
が

回
ら
な
く
な
る
な
ど
の
発
作
が

起
き
ま
す
。
発
作
の
前
に
一
時

的
な
半
身
の
麻
痺
や
手
足
の
し

び
れ
、
物
が
二
重
に
見
え
る
な

ど
の
前
触
れ
が
起
き
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
５
〜
15
分

で
治
ま
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

気
づ
か
な
い
人
も
多
く
い
ま

す
。

　

こ
の
前
触
れ
に
気
づ
き
、
す

ぐ
に
治
療
す
る
こ
と
で
大
き
な

発
作
を
防
止
で
き
ま
す
。

　

お
か
し
い
な
、
と
感
じ
た
ら

次
の
脳
梗
塞
の
典
型
的
な
症
状

を
テ
ス
ト
す
る
「
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」

を
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

•
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

　

笑
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

発
作
が
あ
る
と
、
片
方
の
顔

が
下
が
っ
た
り
、
ゆ
が
み
ま
す
。

•
Ａ
ｒ
ｍ

　

両
手
を
前
に
挙
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

発
作
が
あ
る
と
、
片
腕
が
少

し
ず
つ
下
が
り
ま
す
。

•
Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ

　

簡
単
な
文
章
を
言
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

発
作
が
あ
る
と
、
言
葉
が
抜

け
た
り
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
く

な
り
ま
す
。

•
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

　

こ
れ
ら
の
症
状
が
ひ
と
つ
で

も
あ
れ
ば
、
時
間
が
勝
負
で
す
。

発
症
時
間
を
確
認
し
て
す
ぐ
に

救
急
車
（
１
１
９
）
を
呼
び
ま

し
ょ
う
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

脳
卒
中
編

「
急
病
時
の
対
応
」

「
急
病
時
の
対
応
」
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